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平成１７年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事業進捗状況

事業を巡る社会経
済状況等の動向事業進捗内容

17,571 86.0%

-
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 -

13,407 81.6%

【事業目的】
余暇時間の増大、レクリエー
ション需要の拡大、大規模な
レクリエーションニーズに対
応してレク空間施設を公共民
間協力方式により一体的に
整備する。

Ｈ２２ 4,164 100.0%

都
市
公
園
事
業

20
熊野灘臨海
公園

紀伊長島
町、海山
町

④

【全体事業概要】
整備面積 530.8ha
（片上池）管理棟、木製ﾃﾞｯ
ｷ、園地整備、橋梁整備
（城の浜）ｵｰﾄｷｬﾝﾌﾟ場、ﾌﾟｰ
ﾙ、体育館、温泉施設整備、
園地整備、多田ヶ瀬園路整
備
（大白）園地整備、橋梁、ﾃﾆｽ
ｺｰﾄ、多目的広場、野球場、ｿ
ﾌﾄﾎﾞｰﾙ場、大白・藤ヶ谷池整
備、野外学習施設

Ｓ４５

（片上池）
管理棟は供用済み、
平成１３年度より、道
の駅としての機能を
追加し営業を始め、利
用者を増進させてい
る。供用面積2.2ha

（城の浜）
オートキャンプ場、
プール、体育館は供
用済み。供用面積
39.8ha

（大白）
園路、橋梁、芝生広
場、テニスコートは整
備済み。テニスコート
は町の運営管理によ
り営業されている。供
用面積3.5ha

長時間を要している
ため、社会経済情勢
の大きな変化や国
民のレジャーやレク
リエーション行動も
変化してきており、こ
れに即応した整備が
望まれている。

今回、大白地区につ
いて、平成１４年度
の前回再評価で継
続の了承を頂いた
「基本計画」の一部
が、住民検討会にお
いて見直しされるこ
とが決定された。
これが三重県公共
事業再評価実施要
綱第２条の定義であ
る「主たる施設の新
設・廃止を伴う変更」
に該当するため再
評価を行うものであ
る。

費用便益分析結果
（片上池）
B/C=2.12
（城の浜）
B/C=3.79
（大白）
B/C=1.99

コスト縮減
建設コスト縮減につ
いては、建設残土の
有効利用を図るなど
一層の取り組み強化
を行うとともに、今後
は維持管理面でのコ
スト縮減という課題に
対し、「指定管理者
制度」を導入する。
適正な公園管理とと
もに、維持管理コスト
低減に繋がるものと
して期待されている。

代替案
提案の計画は、住民
の意思で決定された
計画であり地域ニー
ズに即したものとなっ
ている。
現在の事業進捗や
用地買収の状況から
判断しても、この代
替案は考えられず、
現計画で進めること
が妥当であると判断
している。

早期の事業効果を発
現するために、熊野
灘臨海公園６地区の
うち片上池地区、城
の浜地区、大白地区
の３地区を重点的、
先行的整備地区とし
て設定し、今後５箇年
を目途として整備を
行う。

審査を行った結果、２０番につ
いては、前回委員会意見を踏ま
えた検討内容になっていないよう
に思われた。したがって、次の点
について説明できる資料の提出
を待って再審議とする。
一、熊野灘臨海公園の整備目的
の明確化
一、熊野灘臨海公園の整備目的
における大白地区の位置づけ
一、大白地区の公園整備にかか
るコンセプト変更の客観的な理
由
一、大白地区のグランドにかかる
具体的な利用計画及び利用者年
齢構成の見通し
一、地元のスポーツ施設の整備
実態と今後の整備計画
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6,310 35.2%

2,940 2.4%
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【事業目的】
松阪市民の運動・レクリエー
ションに対する要望や、環
境、自然の大切さ、また高齢
化社会へむけての健康維持
を目的とする空間等の整備。 H28 3,370 63.9%

用地取得済みであ
る２６．５haについて
平成17年度より平成
23年度までの7年間
で施設整備を行い一
部供用開始を行う。

施設整備区域外の
計画については社会
経済状況等の変化を
ふまえ、施設計画の
検討を行っていく。

審査を行った結果、次の点につ
いて資料及び説明が不足してい
た。したがって、これを説明でき
る資料の提出を待って再審議と
する。
一、地元自治体の公園計画にお
ける本公園と競合公園との位置
関係及び利用計画上の役割
一、競合公園を含めた利用者数
の見通し
一、全体計画図と比較できる今
後の進捗計画図
一、周辺の道路網と進入路の関
係

②

【全体事業概要】
整備面積 A=52.5ha
調整池整備
芝生広場 多目的広場
展望広場 遊具広場
園路整備 駐車場整備
景観施設整備
便益施設
ジョギングコース
デイキャンプ場

Ｈ８

平成 ８年度から
平成１６年度末

用地取得面積
A=２８．８ha

平成15年度
進入道路一部整備

都
市
公
園
事
業

114
松阪市
総合運動公
園

松阪市

当初事業計画にお
いては陸上競技場、
野球場、プールなど
高規格の施設を建
設していく計画で
あったが社会経済
情勢の大きな変化
に伴い市の財政事
情も大変厳しい状況
となり、また今後高
齢化社会を迎えるに
あたり健康増進や健
康維持を目的とし、
自然環境を活かした
手軽に利用できる施
設整備が望まれて
いる。

費用便益費
B／C＝１．６５

建設残土の有効利
用を図る。
維持管理面でコスト
縮減につとめる。
・地元住民による低
コストの管理。
・指定管理者制度の
導入の検討。

代替案の検討
現在の用地取得の
状況から現計画で進
めることが妥当であ
ると判断している。

注：再評価理由
①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業
②事業採択後一定期間を経過した時点で継続中の事業
③再評価実施後一定期間が経過している事業
④社会経済情勢の急激な変化等により再評価を実施する必要が生じた事業


